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ほんものの幸せとは

青少年健全育成地域相談員　総括　奥村顕祥

中央アジアに､ブータンという国があります｡人口は70万人で､園土面積は九州程の小さな国

ですo　国民総生産は､世界187ケ国中150番目だそうですo　山岳地帯に住む人たちの生活はとい

うと､自給自足｡当然､ガスも電気もありません｡目が沈めば眠り､陽が上がれば起きる｡燃料

は､家畜のフンといった生活ですC

しかし､国民の96%以上が幸せだと思っているのだそうです｡

先年､機会があってこの国を訪問した時､本当に今の生活が幸せか尋ねてみました｡

すると､若いガイドは｢遊びや金儲けをすることは､一つの幸せではあります｡また､テレビ

や洗濯機などの家電製品があれば､便利で楽しみも増えます｡しかし､このような物は､とめど

もなく欲しくなるもので､これだけで満足するということはありません｡また､物が欲しくなれ

ばなるほど､手に入らないと苦痛にもなります｡

私の家は､お金も物もありません｡ですが､一つ屋根の下で､親がいて､子供がいて､毎日お

爺さんが作ったお米と野菜を家族全員がそろって腹一杯食べ､語らいができますo　生活に対する

不安や悩み､心配事もありません｡このような生活以上の幸せはあるでしょうか｡｣といわれまし

た｡

ブータン国は､国民生活を｢国民総幸福量｣ではかっています｡それは､ ｢経済成長は､人々の

幸せを求めるに必要な数多い手段の一つでしかありません｡富の増加が幸福に直接つながると考

えるのは間違いです｡チベット仏教は､利他心があります｡すべての生き

物に対する思いやりと親愛の情を持って接することで､相互に依存しあっ

て生きていけるという自覚を持つことが大切です.｣と訴えていますo

私達の身のEi)りには､溢れるほどの物があります｡でも､お店屋さんに

行けば､新製品がぎっしりと並んでいて､見ればさらに良いものが欲しく

なります｡たしかに､物欲は､これで満足するということがありません｡

だからといって､欲を持つことが悪いのではなく､我欲は捨て､多くの人

々が幸せになれるような欲をたくさん持つことが必要だと思っています｡
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社会でよLJよく生きていくために

沼津市青少年教育センター指導主事　　高島信子

青少年教育センターの面接相談を担当して､早いもので3年が経とうとしています｡その間､不登校

や発達･子育てにおいて様々なケースに出会ってきました｡

今年度､県教育委員会から沼津市に｢いじめ対策･不登校支援等推進事業｣が委託され､青少年教育

センターの機能拡充に向けた研修の機会を得ました｡

本事業を進めるに当たり､本市での勤務経験があり､静岡県スクールカウンセラーのスーパーバイザ

ーを務めている石J l怜子スクールカウンセラーから指導･助言をいただくことになりました｡臨床心

理士の配置により､不登校児童生徒に対する分析と支援､その検証についてより専門的な視点が与えら

れました｡特に､よりよい人間関係づくりのためのスキル習得に向けて､面接担当者の支援の在り方を

学ぶことができ､私たちの資質の向上につながりました｡

異体的な試みとして､相吉村旨導学級に通級する生徒に対してSST (ソーシャルスキルトレーニング)

を実践してみました｡これには､将来､社会でよりよく生きていくためのスキルを意識できるようにす

るというねらいがあります｡まず､あいさつや自己紹介の仕方､将来働く上での望ましい態度や言葉遣

い､上手な伝え方や断り方等についてトレーニングすることから着手しましたo

この活動において､当たり前にできるものと思われたことでも､不登校の生徒には段階を踏まえた支

援が必要であると気つかされました｡たとえは自己紹介においては､事前準備として自分データづく

りから始めなければなりませんでした｡人前で自己紹介する段になると､どのように話せばよいかとい

う戸惑いが見受けられました｡ロールモデルを提示しておくべきであったと反省しました｡

働く上で求められる態度や言葉遣いの習得に向けては､生徒にとって身近に感じられるコンビニエ

ンスストアの客と店員とのやりとりを題材として取り上げました｡ 2人の相談担当者がロールプレイ

を行った後､意見交換の場を設けました｡客が帽子を目深にかSくり､マスクを着け､無言で商品をレジ

に差し出す様子を目にした､ある生徒力も｢この客は､何かあやしいぞ｡｣とロにしたところ､別の生徒

が｢あっ!この恰好は､俺と一緒だ｡｣とつぶやきました｡普段の自分の恰好を客観的に捉えることが

できた瞬間でした｡

活動後の振り返りでは､ ｢普段あまり気にしていないけれども､言葉遣いで印象が変わるものだ｡｣と

書いた生徒がいました｡時と場に応じた言葉遣いの大切さを学ぶことができたのではないかと思われ

ます｡

本事業を通して､将来､社会でよりよく生きていくためには､ここで

学んだことを日常生活で汎化させていくことが必要であると実感してい

ます｡そのためには､当センターでの人間関係を越えて､今後出会うで

あろう様々な人との円滑なコミュニケーションが図られるよう､長期鍋

かつ継続的な支援が求められているといえます｡

今後も､私たち面接相談担当者が一丸となって､子ども一人一人の自立に向け､何を､いかに身に付

けさせなければならないか､個性を尊重しながら適切な支援の在り方を究めていきたいと思います｡
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面接相談
◎非行.不登校.発達.子育て.進路.対人関係など 

青少年に関する面接相談o 
◎相談および申し込み受付時間: 
午前9時-午後5時月～金曜日(祝祭日を除く) 

◎相談申し込み:TEL951-3440 

●■-     .>L-I

平成29年10･1 1 ･12月の状況

10･11･12月には新たに申し込みがあった13件(10月4件､ 11月6件､ 12月

3件)を含め､ 94件(10月28件､ 11月33件､ 12月33件)の相談に応じました

1　相談内容別新規相談件数

非行 儻96�｢�発達.謂て ��刋る4ｹ�ｲ�対人関係 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�合計 

10月 ��ｲ�2 ���0 ���○ 釘�

11月 ��ｲ�6 ��ｲ�0 ���○ 澱�

12月 ��ｲ�2 ���0 ��ｲ�○ �2�

2　相談対象者別新規相談件数

幼児 傅ﾈｧy�b�中学生 俘(ﾕｩ�b�少年 �ｩLｩ�ﾉ�ﾂ�合計 

1_〇月 ��ｲ�1 �2�○ ���○ 釘�

11月 ���4 �"�0 ��ｲ�○ 澱�

12月 ���2 ���○ ��ｲ�○ �2�

3　今年度の新規相談受付状況　受付件数　42件　(前年同期　44件)

相談内容別 相談対象者別
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4 10･11･12月の相談件数(新規及び継続)

性別 儖�ﾗ2�不登校 價ﾘ･r韜ｨ尨,B�進路.適性 ����ﾈｭhﾅr�その他 佗b�

幼児 �&｢� �� �� ��○ 

女 �� �� �� ��ｲ�

小学生 �&｢� ����4 �� ��14 

女 ��4 免ﾂ� �� ��R�

中学生 �&｢� �3��2 �� ��33 

女 ��28 �2� ��� �3"�

高校生 �&｢� �� �� ��○ 

女 �� �� �� ���

少年 �&｢� �� �� ��0 

女 �� �� �� ��ｲ�

一般成人 �&｢� �� �� ��0 

女 �� �� �� ��ｲ�

計 �&｢�○ 鼎��6 ���○ ��ｲ�47 

女 ��ｲ�32 ��B�○ ���0 鼎r�

男女合計 �0 都2�20 ���1 ���94 

5 10･11･12月の相談回数　　　　6

(94件の相談延べ回数)

面接 囘ｹn"�計 

男 ��c��4 ��s"�

女 ��c��○ ��c��

計 �33r�4 �3C��

-･i;i1..Ll -:三木.､

相談指導学級の様子

2学期には学校に部分復帰し
た生徒が3人います｡いずれも
学校の先生からの働き掛けがあ
って登校できました｡
体育祭や文化祭に参加した生

徒､中間や期末試験に臨んだ生
徒､通常の授業を受けた生徒な
どです｡

不登校の生徒たらであっても学校復帰に向けての
意識は強く持っています｡特に､ 3学期が来年度に
つながる学期であるためか､どの通級生からも復帰
に向けて助走をつけていこうという気持ちが感じら
れます｡ 2学期に学校復帰できなかった生徒も､ ｢今

年は少しでも学校に行ってみる｣という新年の抱負
を書いています｡

こうした気持ちを大切にし､学校との連携を図り
ながら､無理のない支援を今後も続けていきたいと
思います｡

4



電藤棚萩 ◎非行.不登校.発達.進路.対人関係など 

青少年に関する相談○ 
◎相談時間:午前10時～午後7時 

月～金曜日(祝祭日を除く) 

◎愛称:やまびこ電話951-7330 

平成29年1-0･1 1 ･12月の状況

10月には496件､ 11月には335件､ 12月には219件の相談が寄せられました｡

(前年10月:363件､前年11月:326件､前年12月: 191件)

1 10･11･12月の相談状況

相談内容別件数

非行

不登校

発達

性

進路･適性

対人関係

学校生活

問合せ他　　　　　494

無言･不明　　　　505

0　　1 00　　200　　300　　400　　500　　600

2　平成29年度の電話相談受信件数状況

総件数3,584　件(前年同期2,576件)

(1)相談内容別

相談対象者別件数

乳幼児

小学生

中学生

高校生

少年

大学専門生　　　　　　1

-般成人　　　　　　501

不明　　　　　　　　　506

0　　1 00　　200　　300　　400　　500　　600

内容 儖�ﾗ2�不登校 價ﾙ$"�性 ��刋る4ｹ�ｲ�対人関係 乂xﾕｩ�hｨ��問合せ他 冖8ﾋ��

件数 ���1 �3��67 釘�15 ��"�1,820 ��ﾃc#b�

(2)相談対象音別

内容 �?ｹv8髓�小学生 �(hｧy�b�高校生 傅ﾙD��大学専門生 �ｩLｩ�ﾉ�ﾂ�不明 

件数 ��ｲ�14 �#��36 唐�2 ��ﾃツ��1,635 

5



rいつも見守ってくれてあLJがとう]

内浦地区少年補導委員　ハ木恵子

地区の補導委員として4月から活動を開始して､あっという間に9ケ月が経ちました｡当初は分

からない事が沢山あり､戸惑いもありましたが､補導委員の方や､地区の方からいろいろ教えてい

ただき､少しずつ慣れてきました｡

しかし､小さな子供達には声かけが出来るのですが､大人の男の方には恐怖心が出てしまい､面

と向かっての声かけが出来ませんでした｡次には､優しい気持ちで肩の力を抜いて声かけをしてみ

ようとチャレンジする日々でした｡

内浦地区には､補導の対象となるような店があまりありません｡また､登下校の時以外は子供達

を見かける事が少なくなりました｡子供の人数は確かに減ってきていますが､ゲームやテレビ等に

夢中になり､外遊びをする子が少なくなってしまった事に起因しているよう

に思います｡

さらに､夜ともなれば､電灯の数が少ないことから､大人も子供も外出を

控え､見かけることがほとんどなくなりました｡

これからも補導活動では捕まえる事を日的とせず､ひたすら声をかけたり､

見守ったりしていきたいと思います｡

1　少年補導委員の延べ参加人数(10･11･12月)

市醐員 仆8蹴��女性 補導委員 竸ｩ�R�^);�効蹴�地区代表 補導委員 �;�jr�ｮ(5(5(��,B�地区 補導委員 ��ﾙ�B�

10月 唐�10 澱�9 釘�0 �##R�262 

11月 途�7 唐�3 �2�0 �3�b�334 

12月 途�12 唐�0 免ﾂ�1 ���"�151 

2　補導国数･補導状況(10･11･12月)

補導回数 劔注意.指導 愛の声かけ 倬hﾎ8轌;��

午前 佻�2�夜間 佗b�乂xﾕ｢��Y9�-i��xﾒ�他機関へ連絡 

10月 釘�10 �#��42 鼎#b�0 ���

11月 釘�8 �3r�49 ��湯�0 ��ｲ�

12月 �2�6 免ﾂ�20 �#3��0 ���

3　補導活動(平成29年4月からの累計)

補導回数 �H-r�����^);�効什�B�注意.指導 愛の声かけ 倬hﾎ8轌;��
学校.親等へ連絡 ��ﾈｴ�ｭh-i��xﾒ�

391 �"ﾃピ2�2,657 ���○ 
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4 10･1 1 ･12月の街頭補導少年の学識別状況(中央･地区別補導)

1 2月に行われた県内一斉冬季少年補導へのご協力ありがとうございまし
た｡ゲームセンターへの入場者総数は昨年度のこの時期と比べ､大幅に減
少しました｡しかし､小学生は男女ともに増加してしまいました｡特に､
振替休日に繰り出してきて､ゲームに興じる姿が多く見られました0
補導委勇の皆様､寒さ対策を万全にして､無理のない補導をよろしくお

願いいたします｡

学識別 剞ｫ 別 傅ﾂ�中 俘"�そ の �r�無 佗b�累四 

学 生 乂r��b�校 生 ��ﾂ�職 ��R�佇��|ﾘ�"�

区分 劔刹ｿ 生 傅ﾒ�D篦�少 年 凾� 計の 

行 為 種 別 �假��男 �� �� �� ���○ 

女 �� �� �� ���0 

喫煙 �&｢� �� �� ��○ ���

女 �� �� �� ��ｲ�0 

薬物乱用 �&｢� �� �� ��0 ���
女 �� �� �� ���0 

夜間はいかい �&｢� ���4 �� ��5 ��r�
女 �� 釘� �� 釘�9 

不良交友 �&｢� �� �� ��○ ��ｲ�
女 �� �� �� ��ｲ�○ 

怠学.怠業 �&｢� �� �� ��0 ���
女 �� �� �� ���0. 

ゲームセンター入場 �&｢�8 澱�47 �� ��61 �#Cx���
女 澱�5 ��B� �� �#R�111 

パチンコ店入場 �&｢� �� �� ��0 ���
女 �� �� �� ���○ 

カラオケ店入場 �&｢� �� �� ��0 ���
女 �� �� �� ��ｲ�○ 

自転車の暴走行為 �&｢� �� �� ��0 ���
女 �� �� �� ��ｲ�○ 

自転車の二人乗り �&｢� ��2 �� ��2 澱�
女 �� �� �� ���1 

自転車の無灯火 �&｢�1 ��8 �"� ��ll �3��
女 �� ���1 �� �"�6 

危険な遊び �&｢�3 �� �� ��3 ����
女 迭� �� �� 迭�8 

その他 �&｢�7 ��6 �� ��13 �3"�
女 途�2 釘� �� ��2�37 

計 剪j ����7 田r�2 ���○ 涛R�343 
女 ����7 �#2�1 ���○ 鼎��172 

男女合計 剴3r�14 涛��3 ���0 ��CB�515 

事 後 描 導 �i.ｲ隗xﾕ｢��X�ｨ-i��xﾒ�男 �� �� �� ��ｲ�0 

女 �� �� �� ���○ 

他機関へ連絡 �&｢� �� �� ��○ ��ｲ�
女 �� �� �� ���0 

男女合計 剴��0 ��ｲ�0 ���0 ���○ 

愛の声かけ運動 �&｢�167 ���b�120 澱� ��399 ��ﾃ�コ�
女 ��32�89 涛�� �� �3#��957 

男.女合計 �300 ��迭�219 澱�0 ���720 �"ﾃ�C"�
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r耽LJJについて考えるpartx

-　併戯■を上房54つLZ)Zjf =

1生活にリズムを
就寝時刻､起床時刻を決めておくことが大切です｡生活のリズムを作る上では､食

事も朝昼晩の3食をしっかり摂ることが大切な要素となります｡規則正しい生活をし
ていれば､一定の時刻には眠けが生じてきます｡

2　適度な運動で軽い疲労感を
適度な鉢の疲れは安眠を誘います｡日中､時間を作ってスポーツをしたり､散歩し

たりするなど､心地よい疲労が感じられる時を過ごすことが大切です｡ただ､就寝前
の激しい運動やゲームに興じることは心拍数を上げ､逆効果となります｡

3　筋肉をほぐしてリラックスを
リラックスした

っても､温めの
張がほぐれ､血

と

4　内臓

の夜食
ぎは安眠
が消化活

とは寝付きをよくする一つの方法です｡夏であ
ことを勧めます｡湯に浸かることで､筋肉の緊

ほてりが収まってからの方がよいと言わ
ないという人がいます｡そんな人は､寝

有効な手段です｡ストレッチをするこ
快眠につながります｡

る結果を招きます｡
夕食は就寝時刻の3時間から4時間前に終えておくことが理想で

す｡コーヒーや茶(紅茶も同様)等のカフェインを含んだ飲み物は､
利尿作用を促進するため控えることを勧めます｡

青少年教育センターの活動予定(2･3月の主な活動)

相談指導学級 

2月1日(木) ��鞐ﾈｨ�:��
8田(木) 僞���ﾈﾋ��
15日(木) �6�484ﾈ984�I�>ﾈﾋI�i}���

22日(木) �+)yﾙ�ﾈﾋ��

3月1日(木) ��鞐ﾈｨ�:��
8日(木) ��鞐ﾈｨ�:��

青少年健全育成

シンボルマーク

与野

※天候による変更あり

はばたき活動 

2月14日(水) 倆�檠�ﾈﾋ�)?ｩgｹ[ﾚ2�

3月7日(水) �7ﾘ5x6(4霆8��

補導関係 

2月23日(金) 竸);�効醜檠�9Uﾈ�(檍tB�

Ma EIチビ朗曙フ5き
青少年健全育成都市宣言(昭和55年)

あいさつで �-�.ｸ*ｩkﾈ芥,ﾈ�h�{�,ﾉ{��

青少年を優しく温かい心で包み込むという思いから､右側は笑顔､
左側は手のひら､全体はハート(也)を表しています｡
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